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1963 年東大理□4 文□4 共通 

頂点 Aから正三角形 BCDに下ろした垂線の足をH 、辺CDの中点をM  

とすると、H は BM 上にあり、 1:2: HMBH であるから 
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)0( axxAP  とする。 

AB上の点 P から正三角形 BCDに下ろした垂線の足 Pは、線分 BH 上にある。 xaBP  より 
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正三角形 PQRの面積は、 2

4

3
x であるから、三角柱 PQR- RQP  の体積は 
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)(xV の増減は右の通りで、 ax
3

2
 において極大である。 

)(xV を最大にする xの値は ax
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